


















要旨:身長は虚血性心疾患の危険要因とする報告が多く行われている。身長は遺伝的背景が

強いものの、出生時から小児期の社会経済状態の反映とも考えられ、身長に影響する諸要

因の検討は成人期の心疾患発症・死亡の危険因子を検討する上で重要なことである。そこ

でヨーロッパの代表的なコホート研究である National Child Development Study(NCDS)を

用いて、身長に影響する要因の検討を行った。その結果 23 歳までの身長には出生体重や母

親の身長などの他、出生時の社会環境(経済状態)が影響していた。しかしこれは成長する

に従って、その影響力は弱くなる傾向が示唆された。また 23 歳までの身長は社会階層がよ

り良い階層に変化することで高くなり、社会階層が悪く変化することで低くなる傾向も示

唆された。 


